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10月 9日から 11日の 3日間、BioJapan 2024 がパシ
フィコ横浜で開催されました。生命工学領域は例年出展し
ており、今年度は 18 件の研究紹介パネルの展示と、産総
研スポンサーセミナーを主催いたしました。今年度のブースは
入りやすさを重視したレイアウトにし、パネルも個別の技術で
はなく共通するテーマごとにまとめて紹介するようにしました。
主催者発表によりますと、3 日間の総来場者数は 18,003
名、産総研ブースと産総研スポンサーセミナーにおいて産総
研 BioJapan 要旨集を受け取ってくださった来場者は 900
名以上と、昨年より大幅に増加し盛況のうちに終えることが
できました。また、連携オフィサー、連携主幹が対応したマッチ
ングシステム等の面談数は 70件にのぼり、今後の民間企業
様との連携が期待されます。ご来場いただきました方々に感
謝申し上げます。 

・産総研スポンサーセミナー 

今年度の BioJapanの産総研スポンサーセミナーでは「難治
性疾患克服に挑戦する産総研のシーズ技術」と題しまして、
生命工学領域が取り組む高度な医療技術として、マクロファ
ージの制御技術や RNA を用いたがん診断技術、ヘルペスウ
イルスベクターを用いた遺伝子治療技術について紹介しまし
た。 

まず初めにバイオメディカル研究部門の戸井田力氏から「マク
ロファージ表現型を活用する疾患・再生治療」の紹介があり
ました。マクロファージは免疫細胞の一種であり、炎症性M1
型と抗炎症性・組織修復性M2型の相反する表現型を制
御することで、恒常性維持に貢献しています。この制御が破
綻し、M1型が過剰となると体内の炎症が慢性化し、様々
な難治性疾患や組織修復の遅延することが報告されていま
す。したがって、異常亢進した M1型を M2型にスイッチング
する技術は、慢性炎症の鎮静化と組織修復の促進を導き、
これらの治療に有用であろうと考えられます。M1-M2 スイッ
チング機能を有するリポソームを利用した再生治療、疾患治
療（褥瘡、線維症など）の成果について説明がありました。 
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次に、細胞分子工学研究部門の今野雅允氏から「最難治
がんの克服に向けた膵臓がんの早期発見技術の開発」の紹
介がありました。RNA修飾は約 170種類存在し、RNAの
生合成や安定性、機能制御など RNAの「質」的調節に関
わることが報告されています。これまでに膵臓がんにおける
RNA の「質」の変化がもたらす、がんの悪性化メカニズムの
解明を進めました。さらに RNA の「質」の変化を利用した早
期膵臓がんマーカーの開発を進めました。このマーカーは
Stage I膵臓がんに対する感度及び特異度が 95%以上
と非常に高性能なマーカーとして注目を集めています。これら
の悪性化機構や新規診断治療法の説明がありました。 

 

 

最後に、細胞分子工学研究部門の前田史雄氏から「ヘル
ペスウイルスベクターによる遺伝子治療技術の開発〜巨大
な遺伝子積載容量が可能にする治療ターゲットの拡大〜」
の紹介がありました。ウイルスの感染機構を利用するウイルス
ベクターは遺伝子導入効率が非常に優れた導入方法です。

特に近年は遺伝子治療のモダリティとしてウイルスベクターが
臨床現場で顕著な成果を挙げ、世界中で注目されていま
す。様々なウイルスベクターが存在していますが、産総研では
最大 150kbp もの遺伝子積載容量を持つ Herpes 
Simplex Virus Amplicon Vector (HSV-AV)に着目
し、遺伝子治療モダリティとしての利用に向けて開発を進めて
います。現在開発が盛んなウイルスベクターの紹介と、HSV-
AV についてその特徴と最近開発した簡易な新規産生法に
ついて紹介がありました。 

 

 

・産総研ブース 

産総研ブースでは、パネルを用いて様々な取り組みを紹介し
ました。実用化を目指した研究開発として、「医薬品や食品
の安全性を評価するための仮想人体モデルの構築」のパネ
ルでは、データサイエンス基盤を活用し、動物実験フリーと疾
患・未病の予測の紹介を行いました。また、「共生微生物の
制御が導く植物の安定生産」のパネルでは、昆虫や微生物
との相互作用に着目したバイオスティミュラントの創出の紹介
を行いました。また、産学官連携のパネルでは、産総研の技
術コンサルティングを紹介しました。また、「AISol発ユニコー
ンを目指すスタートアップ活動」のパネルでは、AIST 
Solutions
によるスター
トアップ支援
の紹介があり
ました。 

  

今野雅允 主任研究員 

前田史雄 研究員 

戸井田力 上級主任研究員 
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健康医工学研究部門        
バイオイメージング研究グループ 
・グループのミッション 
近年の情報機器の急速な発展とともに、撮像技術
及び画像処理技術が目覚ましく進歩し、細胞・組織
の構造や生体分子の機能などに関わる種々の生命
現象を可視化イメージングすることが可能となってきて
います。当グループでは、より詳細な生体機能の可視化解
析・センシングに向け、独自性の高い観察装置、計測材料
等のハードウェアの開発もさることながら、新たな発想に基づく
新規可視化プローブ分子の開発、および測定方法の確立に
関する技術開発を、社会実装という出口を見据えて積極的
に取り組んでいます。 
・グループの研究内容 
当グループでは、以下の４つの研究テーマを実施しています。 
１．新規顕微鏡装置の開発 
溶液中の様々なスケールの物質を高解像度でイメージング
可能な新規顕微鏡（走査電子誘電率顕微鏡、インピーダ
ンス顕微鏡、赤外線顕微鏡など）を開発しています。特に、
走査電子誘電率顕微鏡は、そのままの試料を 10nm以下
の分解能で観察できるため、これまで観察が困難であった
様々な試料への応用が可能です。 
２．光計測装置・ソフトウェア（画像解析手法等）の開発 
初心者には取り扱いが難しい蛍光相関分光装置の光学系
を光ファイバーに置き換えた、光ファイバー型蛍光相関分光
装置を独自に開発し、エクソソーム等の生体微粒子を試料
中に含まれる夾雑物の影響を受けることなく定量・検出する
方法論の確立について研究を進めています。 

３．ナノカーボン電
極材料の開発 
電気化学測定法に
て有利な広い電位
窓と低いノイズ電流
の両特性を活かし、
従来電極では検出
できなかった生体・
環境・食品中の物

質などをきわめて高感度かつ再現性良く測定できる高性能
な「ナノカーボン薄膜電極」を開発し、センシングの高感度化
や多様化を目指しています。 
４．新規可視化分子プローブの開発 
“バイオセンシング機能を有する新規機能性材料の創製とそ
れらを利用した高機能光化学センサーの構築”というコンセプ
トに基づき、特定の生体物質や化学環境に感応して、蛍
光、発光、色調変化等の光学特性が鋭敏に変化する機能
性材料の研究開発を推進しています。 
・アピールポイント 
当グループには専門分野の異なるメンバーが在籍し、それぞ
れのメンバーが持つ強みを相互に補完しながら多角的な視
点で研究開発を推進しています。また、メンバー一人一人が
民間企業との連携に従事し、自身の研究成果の社会実装
に積極的に取り組んでいます。 
・グループ長のメッセージ 
「創ったものを観察してもらいたい」、「市販されていないものを
合成してもらいたい」等のご要望がございましたら、お気軽に
ご連絡ください。 

鈴木祥夫 グループ長 

研究グループ紹介  
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健康医工学研究部門  

運動生理学・バイオメカニクス研究グループ 

・研究内容 

加齢に伴い心身が衰える状態をフレイルと言います
が、早期に発見・対策を行うことで健康状態を維持
できるとされています。対策が遅れると寝たきりなどのリスクが
高まります。私たちは、フレイル状態の歩行の特徴や関連因
子を総合的に解析し、早期検出方法の確立を目指してい
ます。また、フレイルの主症状である筋萎縮の予防・治療法
の確立を目指し、効果検証を行っています。 

・目指す社会実装 

身体機能の簡易計測方法の確立や、身体機能の向上や
機能低下予防を目指した靴や福祉用具などの製品開発を
目的とした性能評価や共同研究を推進しています。高齢者
の健康維持や機能低下の早期発見などのヘルスケアを軸に、
我々の技術を幅広い分野へ展開し、社会実装に繋げていき
たいと考えています。 

・産総研の良いところ 

他分野の研究者とつながりやすいことです。実際、現在、産
総研内のセンサー開発の専門家や、システム開発の専門家
の方々と一緒に研究しています。また、産総研では、自分の
興味のある複数のプロジェクトに携われることや、企業との共
同研究では製品開発に携わることができ、やりがいを感じて
います。働き方についても、裁量労働制のため勤務時間が
調整しやすかったり、サポート体制もあるため、子育てとの両
立もやりやすいと感じています。 

 

・メッセージ 

新たな知見や技術を見つけるワクワクする仕事をしていきたい
と思っています。よろしくお願いします。 

・フンで見つける魚の病気 －個体を傷つけることなく陸上養
殖魚の病気を見つけ出すバイオマーカーを特定－ 

6月 17日（バイオメディカル研究部門） 
・血管内治療の課題を克服する新規の抗血栓性コーティン
グ ー血栓症リスクの低減と抗血小板剤の減薬ー 

7月 10日（細胞分子工学研究部門） 
・膝サポーターが歩行を“整える”ことを実証 ー着用により歩
行の対称性が向上ー 

7月 18日（健康医工学研究部門） 
・光の力で神経細胞の活動を簡単に評価する新技術を開
発 ー神経細胞の活動に伴う分子変化をラマンスペクトルと
機械学習で検出ー 
７月 29日（細胞分子工学研究部門） 

・バイオものづくりを支える微生物探索のための基盤技術を
開発 －ドロップレットの中で微生物増殖を検出する試薬を
製品化－ 

9月 26日（バイオメディカル研究部門） 
 

若手紹介 土田和可子 主任研究員 
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